
－

来
年
度
予
算
編
成
の

基
本
姿
勢－

問

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
と
共
に
、

生
活
者
の
暮
ら
し
の
不
安
を
取

り
除
き
、
地
域
経
済
を
活
性
化

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
平

成
二
十
六
年
度
の
本
市
が
取
り

組
む
施
策
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

公
明
党
議
員
団
と
し
て
も
子
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
通
院
分

年
齢
引
き
上
げ
な
ど
の
予
算
要

望
も
行
っ
た
が
来
年
度
予
算
編

成
に
あ
た
っ
て
の
本
市
の
基
本

姿
勢
を
問
う
。

市
長

新
集
中
改
革
プ
ラ
ン
が

計
画
の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と

を
踏
ま
え
既
存
事
業
の
廃
止
・

見
直
し
な
ど
に
よ
る
財
源
の
確

保
に
努
め
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
安
定
し
た
財
政
運
営

を
堅
持
し
て
い
く
。
ま
た
、
市

政
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
は
じ
め
と

す
る
第
二
次
実
施
計
画
に
お
け

る
重
点
施
策
に
財
源
を
集
中
さ

せ「
活
力
あ
る
東
大
阪
の
創
造
」

に
向
け
た
予
算
編
成
を
目
指
す
。

－
上
下
水
道
局
庁
舎
の

建
て
替
え－

問

水
道
庁
舎
は
耐
震
性
が
な

い
た
め
、
災
害
発
生
時
の
対
応

や
復
旧
時
に
必
要
な
管
路
や
市

民
の
情
報
を
守
れ
る
か
危
惧
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
や
経
営
効
率
の
向
上
を
図

る
上
で
も
、
上
下
水
道
局
庁
舎

と
し
て
の
建
て
替
え
が
待
た
れ

る
。
公
共
施
設
再
編
整
備
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
た
現
在
、
上
下

水
道
局
庁
舎
の
建
て
替
え
計
画

は
ど
う
す
る
の
か
。

経
営
企
画
室
長

水
道
庁
舎
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
大
切
な
デ

ー
タ
や
図
面
等
が
保
管
さ
れ
て

お
り
、
平
成
二
十
七
年
度
を
目

標
に
耐
震
対
策
す
る
べ
く
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
や
経
営
効
率
の
更
な
る
向

上
と
併
せ
て
、
災
害
時
に
お
け

る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
早
期
復
旧

の
た
め
に
も
本
部
機
能
を
一
日

で
も
早
く
耐
震
性
の
あ
る
上
下

水
道
局
庁
舎
で
発
揮
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

－

国
保
料
の
軽
減
策
と

収
納
体
制－

問

国
は
消
費
税
引
き
上
げ
に

よ
る
負
担
増
の
た
め
、
低
所
得

者
へ
の
配
慮
と
し
て
増
税
分
か

ら
保
険
料
軽
減
策
を
拡
充
す
る

が
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。
ま
た
、
国
保
会

計
約
十
八
億
の
累
積
赤
字
に
対

し
て
収
納
率
向
上
の
た
め
の
体

制
強
化
を
進
め
る
と
あ
る
が
、

す
べ
て
の
滞
納
世
帯
に
対
応
で

き
る
等
、
一
定
の
め
ど
が
立
つ

ま
で
早
急
に
体
制
強
化
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

軽
減
策
へ
ス

ム
ー
ズ
に
対
応
す
る
よ
う
シ
ス

テ
ム
の
調
整
や
市
民
へ
の
周
知

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。ま
た
、

収
納
率
向
上
策
と
し
て
徴
収
強

化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
体
制

強
化
は
必
要
と
考
え
関
係
部
局

に
対
し
強
く
要
望
し
て
ま
い
り

た
い
。

－

保
育
施
設
と

保
育
士
不
足
対
策－

問

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
の

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

で
は
、
保
育
を
希
望
す
る
人
が

利
用
要
件
に
合
う
か
ど
う
か
市

か
ら
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
、
保
育
所
利
用
要
件
が
拡
大

さ
れ
る
。
来
年
度
中
に
は
、
制

度
変
更
に
対
応
で
き
る
よ
う
な

体
制
整
備
が
必
要
と
な
る
。
小

規
模
保
育
な
ど
本
市
の
取
り
組

み
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
将
来
予
測
さ
れ

る
保
育
士
不
足
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

子
ど
も
す
こ
や
か
部
長

幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
や
小
規

模
保
育
施
設
等
の
導
入
を
子
ど

も
子
育
て
会
議
で
検
討
を
進
め

て
お
り
、
待
機
児
童
解
消
加
速

化
プ
ラ
ン
に
よ
り
平
成
二
十
六

年
度
に
は
整
備
を
行
い
、
平
成

二
十
七
年
度
か
ら
順
次
開
設
で

き
る
よ
う
計
画
し
て
ま
い
り
た

い
。今
後
の
保
育
士
不
足
に
は
、

潜
在
保
育
士
の
掘
り
起
こ
し
や

研
修
の
充
実
な
ど
大
阪
府
や
関

係
機
関
と
連
携
し
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
。

－
緊
急
通
報
電
話
の

事
業
拡
充－

問

本
市
居
住
の
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
は
約
二
万
五
千
人
で
、

そ
の
内
、
利
用
条
件
の
た
め
、

緊
急
通
報
装
置
を
利
用
し
て
い

る
高
齢
者
は
約
九
百
人
で
四
％

弱
と
低
い
利
用
率
で
あ
る
。
ま

た
、
家
族
が
仕
事
に
外
出
し
た

あ
と
昼
間
や
夜
間
に
一
人
だ
け

と
な
る
高
齢
者
か
ら
の
レ
ン
タ

ル
希
望
も
多
い
と
聞
い
て
い
る
。

利
用
条
件
の
緩
和
も
含
め
今
後
、

緊
急
通
報
装
置
レ
ン
タ
ル
事
業

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
示

せ
。

福
祉
部
長

高
齢
者
が
安
心
安

全
に
生
活
す
る
た
め
、
ア
ナ
ロ

グ
回
線
以
外
の
回
線
の
場
合
や
、

ご
家
族
が
仕
事
で
外
出
し
、
一

定
時
間
以
上
高
齢
者
が
一
人
に

な
る
場
合
も
含
め
、
利
用
対
象

条
件
を
緩
和
し
た
。
こ
れ
ら
新

た
な
条
件
で
の
利
用
申
し
込
み

の
受
付
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

十
六
年
二
月
よ
り
開
始
す
べ
く

現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

－

通
学
路
の
安
全

対
策
路
面
標
示－

問

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、

通
学
路
の
安
全
対
策
を
進
め
て

い
る
が
、
そ
の
中
で
自
動
車
な

ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
一
層
の
注

意
喚
起
を
促
す
た
め
、
通
学
路

と
認
識
し
や
す
い
路
面
と
す
る

計
画
は
、
ど
の
よ
う
に
進
ん
で

い
る
の
か
。

教
育
監

社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
も
活
用
し
、
平
成
二
十

六
年
か
ら
平
成
二
十
七
年
の
二

年
間
で
、
市
立
全
小
学
校
の
通

学
路
に
お
け
る
特
に
注
意
喚
起

が
必
要
な
地
点
へ
の
路
面
標
示

を
進
め
る
。

－

資
源
回
収
箱
の

庁
舎
一
階
へ
の
設
置－

問

行
政
の
再
生
資
源
ご
み
回

収
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

市
民
に
協
力
し
て
も
ら
い
や
す

く
す
る
た
め
、
小
型
家
電
の
リ

サ
イ
ク
ル
回
収
と
併
せ
て
来
庁

者
が
よ
く
目
に
つ
く
一
階
に
、

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
常
設
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

環
境
部
長

本
庁
一
階
へ
の
回

収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
皆
様
へ
の
Ｐ
Ｒ
や

利
便
性
の
観
点
を
踏
ま
え
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

（
次
頁
へ
つ
づ
く
）

東大阪市オリジナルの路面標示

公

明

党

代
表
質
問

個
人
質
問

松
尾

武

安
田

秀
夫

個
人
質
問

広
岡
賀
代
子

三
面
か
ら
六
面
の
内
容
は

各
会
派
が
責
任
を
も
っ
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張
（
本
会
議
の

質
問
な
ど

）

安
全
・
安
心
・
元
気
な
東
大
阪
を
目
指
し
、来
年
度
予
算
編
成
に
全
力
を
�

路
面
標
示
で
通
学
路
の
安
全
対
策
の
強
化
を
�
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